
キリスト教徒は激動する国際情勢を 

どう見るか — 米朝関係を中心に 

2017年度 修学院フォーラム「社 会」第５回 
〈主催〉(公財）日本クリスチャン・アカデミー 

  関西セミナーハウス活動センター 

＊2月14日までに  FAX(裏面フォーム）、電話、電子メール等でお申し込み下さい。 

京都市左京区一乗寺竹ノ内町23℡075-711-2115（代）〈地図裏面〉

講 師 佐 藤 優 
（作家・元外務省主任分析官）

 佐藤 優  さとう まさる  

 １９６０年東京都生まれ。１９７９年同志社大学神学部入学、１９８５年同大学院神学

研究科修了、１９８５年外務省入省、英国陸軍語学学校、モスクワ国立大学で研修した

後、在ソ連（その後ロシア）日本大使館に勤務。２００２年、鈴木宗男事件に連座して

東京地検特捜部により、逮捕、起訴。２００９年に最高裁で執行猶予付有罪判決確定。

２０１３年執行猶予期間満了。 

 著書は、『国家の罠』（新潮文庫）、『国家論』（NHKブックス）、『宗教改革の物

語』（角川書店）、訳書はフロマートカ『人間への途上にある福音』（新教出版社）

など多数。  

日 時 ２０１８ 年 ２ 月１７ 日（土）１３：３０～１７：３０

場 所 関西セミナーハウス 

参加費 ３，０００ 円、学生 ５００ 円（コーヒー込み） 

 北朝鮮の核と弾道ミサイル開発により、国際

情勢が緊張しています。米国が北朝鮮に対する

武力行使を行えば、１００万人以上の死者が発

生する第二次朝鮮戦争に発展することは必至で

す。また、北朝鮮が ICBM（大陸間弾道ミサイ

ル）を凍結するだけで、核兵器を保有すること

を容認する妥協を米国が行う可能性もありま

す。その場合、日本全域が北朝鮮の核ミサイル

の射程圏内に入ります。このような状況でどの

ようにすれば現実的に平和を担保することがで

きるかを、キリスト教神学の知識を用いながら

考えます。           〔裏面に参考文献〕

写真提供 講談社（撮影 森 清） 



 2017年度 修学院フォーラム これからのご案内 

 社  会  第５回 2018年1月7日（日）～8日（月・祝）〈エネルギーを考える第６回〉

「原発との共存は可能か？～フクシマからの問い～」 

「原発過酷事故を防げるか」 

  講師：吉岡 斉（九州大学教授、福島原発事故政府事故調委員）  

「原発災害を通して見る現代科学技術の倫理問題 」  

講師：島薗 進（上智大学神学部教授・グリーフケア研究所所長） 

いのち 2018年3月4日（日）

「いのちとさんび」 

   演奏とお話：菅野 万利子（ピアニスト） 

福  祉  第２回 2018年3月予定【共催／会場 京都YWCA】

 ｢子どもの虐待を考える」（仮） 講師：交渉中 

（フリガナ） 

名 前 所 属 

住 所 〒 

電話（ ） － FAX（      ） － 携帯（ ） 

電子メール： ＠ 

通信欄： 

─────2017年度 修学院フォーラム「社  会」第 ５ 回 参加申込書───────

【申込み・問合せ】 

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミー 

関西セミナーハウス活動センター 
〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23 

http://www.academy‐kansai.org 

電話 075‐711‐2117 

    FAX 075‐701‐5256 

電子メール office@academy‐kansai.org 
 所 長  榎本 栄次 

担 当  都木（とき） 

＊ 地下鉄烏丸線松ヶ崎駅、叡山電鉄修学院駅までワゴン車で送迎いたします。定員がありますので、ご希望

の方は予めお知らせ下さい。地下鉄の最寄駅は松ヶ崎駅ですが、北山駅のほうがタクシーを拾いやすいです。 

←地下鉄 
松ヶ崎、北山   ○ 

○市バス

駐車場あり 

(無料） 

◎スケジュール◎

13：30～15：00  

講演・発題 

15：00～15：30 

コーヒーブレーク 

15：30～17：20 

質疑とはなしあい 

17：20～17：30 

まとめとアンケート記入 

●事前に以下の参考文献を読んでいただくと、

理解が一層深まります。 

＊佐藤 優『佐藤優の集中講義 民族問題』 

文春新書、２０１７年 

＊佐藤 優『ゼロからわかる「世界の読み方」 

―トランプ、プーチン、金正恩』 

新潮社、２０１７年


